
長期計画・環境境基本計画における  

環境政策の位置づけ 

第四期環境基本計画 平成28年度～32年度 （2016～2020） 

◆長期計画に示された理念を踏まえて策定されるアクションプラン（実行計画） 
◆環境分野の取組を進めていくためのマスタープラン 

＜資料１＞ 

平成31年３月22日 

環境市民会議資料 

第五期長期計画・調整計画 平成28年度～32年度 （2016～2020） 

◆長期計画条例に基づく市の最上位計画 
◆市の政策は、長期計画に基づき実施 



第五期長期計画・調整計画（平成28年度～32年度） 

【緑・
環境】
分野 

市民の自発的・主体的
な行動を促す支援 

総合的な環境啓発の推進 
環境啓発事業の充実とわかりやすい情報
発信 

環境啓発施設「エコプラザ（仮称）」
の開設 

良好な環境の整備に向けた
市民活動との連携 

民有地の雨水浸透施設の設置推進 
市民自らが緑を守り育てる活動の
促進 

市民参加のもとで進める良好な生
活環境づくり 

環境負荷低減施策の
推進 

エネルギー消費のスマート
化 

家庭部門のエネルギー消費のスマート化 

エネルギーの地産地消（再生可能
エネルギーの導入、新たなエネル
ギー利用の検討） 

環境に配慮した住まいづくり・住ま
い方の推進 

まちづくりの環境配慮制度の検討   

公共施設におけるエネル
ギー施策の展開 

新クリーンセンター周辺のエネルギー需
給最適化 

新しいEMS（環境マネジメントシス
テム）の検討・構築 

「 緑」を基軸としたまち
づくりの推進 

市民の共有財産である緑の
保護・育成 

緑の基本計画の策定 
桜並木の保全及び街路樹の適正
管理 

緑の保全と創出 
民有地のみどりの保全と創出の推進 

公共施設緑化基準の策定及び緑
化推進 

公園緑地の整備・拡充及び効率
的・効果的な維持管理 

農地の保全   

緑と水のネットワークの推進 

緑と水のネットワークの啓発事業 
仙川水辺環境整備基本計画の推
進 

生物多様性への対応 

多摩の森林保全活動・水源林保全   

循環型社会 
新武蔵野クリーンセンター
（仮称）への移行 

新武蔵野クリーンセンター（仮称）建設事
業 

新武蔵野クリーンセンター（仮称）
建設事業に伴う周辺整備 

新武蔵野クリーンセンター（仮称）
の安全・安定稼働 

ごみ処理の広域連携の研究   

生活を取り巻く様々な
環境の変化に伴う新た
な問題への対応 

様々な環境問題への対応 
典型7 公害、放射線、近隣騒音等の生活
関係公害への対応 

感染症媒介蚊等の新たな環境リス
クへの対応 

喫煙マナーアップの強化及びまち
の美化の推進 

魅力ある景観の形成 
景観的視点からの屋外広告物の規制のあ
り方の検討 

空き家に対する適正管理 



第五期長期計画・調整計画（平成28年度～32年度） 

【子ど
も・教
育】分
野 

青少年の成長・自立へ
の支援 

自然体験事業の拡充 

地域振興の観点から営まれてい
るグリーンツーリズム等を活用し
た自然体験事業への参加推進 

  

次代を担う力をはぐく
む学校教育 

豊かな人間性や社会性をはぐくむ教育
の推進 

環境教育の推進   

  

【都市
基盤】
分野 

地域の特性に合った
まちづくりの推進 

調和のとれた都市景観の形成 景観まちづくりの具体的な展開 道路の景観整備の推進 路上看板等の改善指導 

下水道の再整備 

下水道施設機能の維持・向上 下水道施設の機能の維持・向上 
吉祥寺駅周辺の下水道臭気
対策支援の推進 

持続可能な下水道経 
下水道事業の公営企業会計への
移行 

水循環型社会の構築 水循環型社会の構築 



環境基本計画 施策の方針 

 環境像のもとに６つの環境方針を柱として、施
策の総合的かつ計画的な推進を図る 

環境像 環境方針 
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環境方針１ 

 市民・事業者・行政（市）の自発的な行動を促す取組を進めます     
  ～環境配慮行動のしくみづくり～ 

環境方針２ 
 低炭素社会に向けた施策を推進します 
  ～エネルギーの地産地消～ 

環境方針３ 
 ごみの発生抑制と資源の循環利用を進めます 
  ～循環型社会の構築～ 

環境方針４ 
 生物多様性に配慮した緑と水の保全・創出とその 活用を進めます   
  ～自然が感じられる環境の確保～ 

環境方針５ 
 環境に配慮した都市基盤整備を進めます 
  ～環境と共生したまちづくり～ 

環境方針６ 
 安全・安心で快適に暮らせるまちをめざします 
  ～公害対策と生活環境保全～ 



環境像 環境方針 施策の展開 
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環境方針１ 

  市民・事業者・行政（市）の自発的な行動を促す取組を進めます 

 ～環境配慮行動のしくみづくり～ 

(1) 環境に関する啓発と情報発信の推進、体系化 

(2) 環境学習・体験等の取組の充実 

(3) 環境に関する市民活動への支援 

(4) 環境啓発施設の開設 

環境方針２ 

 低炭素社会に向けた施策を推進します 

 ～エネルギーの地産地消～ 

(1) 新しいエネルギーへの対応 

(2) 家庭での省エネ・創エネとエネルギーのスマート化 

(3) 民間事業者等との連携によるまちぐるみでの対応 

(4) 公共施設における効率的なエネルギー活用 

環境方針３ 

  ごみの発生抑制と資源の循環利用を進めます 

 ～循環型社会の構築～ 

(1) 市民・事業者・行政（市）の連携の再構築  

(2) ごみの発生抑制 

(3) ごみ・資源の循環利用の推進 

(4) ごみ処理のコストと環境負荷削減 

(5) 新しいごみ処理施設の稼働 

環境方針４ 

  

 生物多様性に配慮した緑と水の保全・創出とその活用を進めます 

 ～自然が感じられる環境の確保～ 

(1) 市民・事業者との連携による緑化の推進 

(2) 潤いのある緑環境の形成 

(3) 自然に配慮した水辺環境の整備 

(4) 武蔵野市らしい生物多様性の確保 

(5) 周辺地域との広域的な連携 

(6) 都市農業への支援 

環境方針５ 

  

 環境に配慮した都市基盤整備を進めます 

 ～環境と共生したまちづくり～ 

(1) 環境に配慮したまちづくり 

(2) まちの景観保全 

(3) 美しく清潔なまち 

(4) 歩行者と自転車が動きやすく環境負荷の少ない道路空間 

(5) 公共交通の活用と渋滞緩和 

環境方針６ 

 安全・安心で快適に暮らせるまちをめざします 

 ～公害対策と生活環境保全～ 

(1) 都市型公害への対応 

(2) 生活公害への対応 

(3) 新たな環境問題への対応 

(4) 水の安定供給 

(5) 水循環システムの確立 

これまでの中心 
エネルギー 

今日の説明 
緑・生物多様性 



スマートシティ実現のための３つの重点項目 

重点項目１ 環境情報を分かりやすく提供します 

重点項目２ エネルギーの地産地消都市を創造します 

重点項目３ 緑と水に配慮したまちづくりを推進します 

暮らしやすさを意識しながら、緑の質・量、まちの景観・美観、自然環境等に
配慮した都市空間の創造に向けた取組を進める 

緑と水のネットワークを充実させ、人と生き物・植物が共生しやすい、 
生物多様性にも配慮した社会づくりを推進 

≪具体的な動き≫ 
 ◎生物多様性基本方針策定（平成29年４月） 
 ◎緑の基本計画改定（平成29年度～平成30年度） 



第10期 環境市民会議 会議のあゆみ 

回 年 月日 実施内容 環境基本計画 環境方針 

１ 2017年 12月14日 武蔵野市の環境行政 環境基本計画全般 

２ 

2018年 

３月８日 地球温暖化について 
クリーンセンター見学 

環境方針１ 
環境配慮行動の仕組みづくり 
環境方針３ 
循環型社会の構築 

３ 
５月22日 エネルギーのスマート化について 

（概要、の助成制度、成蹊大） 

環境方針２ 
エネルギーの地産地消 

４ 
７月19日 エネルギーのスマート化について 

（東電ＰＧ、東京ガス） 

５ 
８月27日 エネルギー関連施設実地見学 

（川崎火力、藤沢ＳＳＴ） 

６ 10月４日 武蔵野市の環境保全の報告 環境基本計画全般 

７ 
12月６日 住宅の省エネ化 

（旭化成ホームズ） 
環境方針２ 
エネルギーの地産地消 

８ 2019年 １月 
環境・気候変動と世界の自治体 
（イクレイ日本） 

環境方針１ 
環境配慮行動の仕組みづくり 



第10期 環境市民会議 今後の予定 

回 年 月日 実施内容 環境基本計画環境方針 

９ 

2019年 

３月22日 武蔵野市の緑の施策について 
生物多様性基本方針について 

環境方針４ 
自然が感じられる環境の確保 

10 ５月 

環境に配慮した都市基盤整備 
公害対策等 

環境方針５ 
環境と共生したまちづくり 
環境方針６ 
公害対策と生活環境保全 

11 ７月 

まとめ、課題の整理 12 ９月 

13 11月 

第11期 環境市民会議 2019.12～2021.11 
 第五期環境基本計画 策定のための議論 2019.１～３ 
        ↓ 
 第五期環境基本計画の策定 2021.4～ 


